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みなさんのお宅のアイドルの写真を募集しております。市役所総務課へどしどしお寄せください。

こんにちは！ゆめです。

じぃとの散歩が毎日の日課。

歌を歌ったり、

音楽に合わせて踊るのが大好き！！

白浜にお住まいの

佐々木浩彦さん・かおりさんの

長女 結咲ちゃん（1歳6か月）
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下
田
港
と
東
京
湾
を
往
来
す
る

船
の
為
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、

国
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
灯
台
に
関
係
す
る

歌
碑
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

須
崎
の
恵
比
須
島
に
は
、
自
然

主
義
・
浪
漫
主
義
で
旅
と
酒
を
愛

し
た
若
山
牧
水
の
歌
碑
が
あ
り
ま

す
。
大
正
２
年
に
神
子
元
島
の
灯

台
守
で
あ
っ
た
旧
友
・
古
賀
安
治

を
訪
ね
る
た
め
に
渡
島
し
た
折
の

体
験
を
歌
に
詠
ん
で
お
り
、
短
歌

集
に
も
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
石
碑
は
、
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山
牧
水
の
功

績
を
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え
、
昭
和

年
に
建
立
さ

５５

れ
ま
し
た
。
刻
ま
れ
て
い
る
字
は
、

若
山
牧
水
の
長
男
で
あ
る
若
山
旅

人
氏
に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
吉
佐
美
大
浜
近
く
の
丘

に
は
、
先
述
の
若
山
牧
水
の
歌
と
、

戦
後
の
歌
壇
を
牽
引
し
、
文
化
功

労
者
に
も
選
ば
れ
た
近
藤
芳
美
の

歌
が
刻
ま
れ
た
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

近
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和
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に
会
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う
た
め
下
田
を
訪
れ
、
こ
の
歌
を

詠
み
ま
し
た
。
石
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は
当
時
の
朝
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小
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校
児
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ら
が
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然
保
護
を

祈
る
言
葉
を
書
い
た
石
を
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台
と

し
平
成

年
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
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ら
の
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が
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見
え
る
場
所
に
建
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さ

れ
て
い
ま
す
。
２
つ
の
歌
碑
も
、

神
子
元
島
灯
台
も
、
こ
れ
か
ら
も

大
切
に
次
の
世
代
へ
残
し
て
い
き

た
い
下
田
ま
ち
遺
産
で
す
。
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こ
こ
に
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、
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治
３
年
に
点
灯
し
、
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存
す
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日

本
最
古
の
石
造
洋
式
灯
台
で
あ
る

神
子
元
島
灯
台
が
あ
り
ま
す
。
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神子元島灯台石碑

若山牧水歌碑

洋上にそびえ立つ神子元島灯台
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友
が
守
る
燈
台
は
あ
は
れ

わ
だ
中
の

蟹
め
く
岩
に
白
く
立
ち
居
り

若
山
牧
水

沖
の
燈
台
め
ぐ
れ
ば

光
る
磯
波
に

歩
み
て
未
明
の
と
き
流
れ
つ
つ
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